
 
 

 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

池
之
端
文
化 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

            

 

   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

                 
 

東

京

都

中

小

企

業

団

体

中

央
会(

會
津
健
会
長
が
こ
の
ほ

ど

情

報

連

絡

員

に

実

施

し

た

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
対
す
る

意
見
募
集
」
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
昨
年
十
月
一
日
に
ス

タ
ー
ト
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
つ
い
て
対
応
に
苦
慮
す
る
声

が
多
い
た
め
各
組
合
か
ら
生
の

声
を
収
集
し
今
後
の
制
度
改
正

や
要
件
緩
和
に
向
け
て
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
実
施

さ
れ
た
も
の
。 

 

そ
の
結
果
は
左
記
の
通
り
。 

 

問
一
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ

の
対
応
状
況
に
つ
い
て 

 

「
概
ね
問
題
な
く
対
応
で
き

て
い
る
」
が
六
二
・
七
％
、「
問

題
な
く
対
応
で
き
て
い
る
」
が

二
二
・
七
％
、
と
な
っ
て
お
り
、

八
割
を
超
え
る
組
合
が
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
対
応
で
き
て
い
る

と
回
答
し
て
い
る
。 

 

問
二
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

対
す
る
懸
念
事
項 

 

「
あ
る
」
が
五
九
・
一
％
、

「
な
い
」
が
三
二
・
七
％
と
な

っ
て
お
り
、
回
答
者
の
半
数
以

上
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
懸
念

が
あ
る
と
の
結
果
と
な
っ
た
。 

 

問
三
・
懸
念
事
項
の
内
容
に

つ
い
て 

{
事
務
負
担
の
増
加}

が
七
六
・

九
％
、「
後
々
の
不
備
発
覚
時
の

対
応
」
が
四
〇
・
〇
％
、「
社
内
・

組
合
内
の
理
解
不
足
」
が
三
三
・

八
％
、
「
正
確
な
情
報
の
入
手
」

が
二
七
・
七
％
、「
組
合
・
組
合

間
の
対
応
」
が
二
六
・
二
％
の

順
と
な
っ
た
。 

 

問
四
の
一
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
関
す
る
具
体
的
な
要
望
に

つ
い
て 

 

「
情
報
提
供
」
が
五
一
・
一
％
、

「
制
度
面
で
の
追
加
的
な
対
応

(

特
例
措
置
の
延
長
・
拡
充
等)

」 

が
四
〇
・
二
％
、「
研
修
会
・
講

習
会
」
が
二
二
・
八
％
の
順
と

な
っ
た
。 

 

問
四
の
二
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度

に

関

す

る

具

体

的

な
要

望

「
そ
の
他
」
に
つ
い
て 

 

■
経
過
措
置
は
経
理
処
理
の

事
務
負
担
が
増
加
す
る
。
青
年

部
な
ど
の
内
部
組
織
が
あ
る
が
、

免
税
事
業
者
扱
い
と
な
り
、
対

応
が
非
常
に
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
事
務
負
担
が
増
え
る
こ
と

で
組
合
事
業
の
停
滞
や
残
業
の

増
加
に
よ
り
職
員
は
疲
弊
し
て

い
る
。
事
務
負
担
の
減
少
に
つ

な
が
る
制
度
設
計
を
求
め
た
い
。 

 

■
す
べ
て
の
事
業
者
が
公
平

に
納
税
す
る
べ
き
で
あ
り
、
免

税
業
者
を
認
め
な
い
で
ほ
し
い
。

経
過
措
置
の
撤
廃
を
求
め
る
。 

 

■
複
数
税
率
制
に
よ
り
消
費

税
が
複
雑
で
あ
る
の
に
加
え
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
も
分
か
り
に

く
く
、
事
務
的
に
煩
雑
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
制
度
を
シ
ン
プ

ル
に
し
て
ほ
し
い
。 

 

■
国
税
庁
に
問
合
せ
を
行
っ

て
も
回
答
が
あ
や
ふ
や
な
こ
と

が
あ
る
。
明
確
に
回
答
い
た
だ

け
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
ほ

し
い
。 

 

■
二
割
特
例
を
経
過
措
置
で

は
な
く
、
制
度
と
し
て
恒
久
化

し
て
ほ
し
い
。 

 

■
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
廃
止

し
て
ほ
し
い
。 

 

■
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
廃
止

し
て
ほ
し
い
。
又
は
組
合
を
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
対
象
か
ら
外

し
て
ほ
し
い
。 

 

こ
の
結
果
か
ら
も
わ
か
る
通

り
、
各
組
合
で
は
「
対
応
で
き

て
い
る
」
と
回
答
し
た
組
合
が

八
割
を
超
え
て
い
る
が
、
現
実

に
は
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
た

め
で
、
組
合
は
除
外
し
て
ほ
し

い
、
ま
た
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

そ
の
も
の
を
廃
止
し
て
ほ
し
い

が
本
音
の
よ
う
で
す
。 
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三
月
二
日(

土)

に
五
年
ぶ
り

に
三
協
組
合
同
で
開
催
さ
れ
た

「
ラ
ベ
ル
フ
ェ
ス
タin

 T
o

k
y

o
 

2
0

2
4

」
は
、
二
十
六
社
が
出
展

し
、
三
百
名
に
参
加
者
が
集
う

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
セ
ミ

ナ
ー
や
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
の

展
示
で
大
き
な
盛
り
上
が
り
と

な
り
ま
し
た
。 

   
 

 

 

           

 

 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
原

材
料
価
格
の
大
幅
な
上
昇
で
停

滞
気
味
の
業
界
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
日
ば
か
り
は
久
々
の
ラ
ベ

ル
関
連
の
機
材
展
と
あ
っ
て
、

イ
ン
キ
練
り
の
実
演
に
は
従
業

員
の
真
剣
な
姿
も
目
立
ち
好
評

で
し
た
。 

  

 

                                 
 

「ラベルフェスタ  

In Tokyo 2024」  

出展 26 社 300 名  

フォトニュース 

好評だったインキ練りの実演  

ラベルコンテストの作品展示も  大型スクリーンでセミナーが  

会場は多くの人で溢れかえった  

固形燃料 (RPF)にも関心集まる  二次加工省力機器も人気が  

色管理調整システムも出展  

タックラベル専用フレキソ印刷機  



 
 

   

今

期

最

後

の

合

同

支

部

会

は
三
月
十
五
日(
金)

午
後
六
時

よ
り
、
台
東
区
上
野
の
「
梅
の

花
上
野
広
小
路
店
」
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

初

め

に

大

澤

東

支

部

長

が

「
今
年
度
最
後
の
支
部
会
で
す

が
、
お
互
い
に
胸
襟
を
開
い
て

大
い
に
懇
談
し
、
大
い
に
飲
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
、
続

い
て
高
橋
支
部
長
も
「
来
年
度

も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
挨
拶
し
全
員
で
乾

杯
し
ま
し
た
。 

 

や
は
り
話
題
の
中
心
に
な
っ

た
の
は
景
気
の
話
で
、
な
か
な

か
景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
て  

    

こ
な
い
、
昨
年
か
ら
の
タ
ッ
ク

紙
を
始
め
と
す
る
材
料
の
大
幅

な
値
上
げ
が
吸
収
で
き
て
お
ら

ず
、
得
意
先
の
中
に
は
値
上
げ

交
渉
に
も
応
じ
て
く
れ
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
苦
慮
し
て
い
る
と

い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
ち
ょ
っ
と
忙
し
く
な
っ
た
と

思
っ
た
ら
そ
の
後
が
な
か
な
か

続
か
な
い
、
正
直
こ
の
ま
ま
だ

と
か
な
り
厳
し
い
と
い
う
声
も

あ
り
、
組
合
員
の
厳
し
さ
が
見

え
た
支
部
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

組
合
の
原
点
は
支
部
会
で
あ

り
、
こ
の
場
に
出
て
き
て
い
た

だ
い
て
、
様
々
な
悩
み
や
逆
に

成
功
例
な
ど
を
披
露
し
て
も
ら

い
、
同
じ
悩
み
を
共
有
す
る
場

で
も
あ
る
の
で
、
も
っ
と
多
く

の
人
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
の

意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
後
の
組
合
の
日
程
と
し
て

は
、
五
月
十
七
日
に
通
常
総
会
、

六
月
八
日
、
九
日
の
組
合
研
修

旅
行
に
一
人
で
も
多
く
参
加
し

て
ほ
し
い
と
北
島
理
事
長
よ
り

要
請
が
あ
り
、
午
後
八
時
過
ぎ

に
中
締
め
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 
 

             

三

月

十

二

日

に

開

催

さ

れ

た
浅
草
法
人
会
主
催
の
「
東
京

都
埋
め
立
て
処
分
場
見
学
の
研

修
旅
行
」
に
、
本
間
専
務
理
事

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
江
東
区
の
「
東
京
都

廃
棄
物
埋
立
処
分
場
」
で
ビ
デ

オ
に
よ
る
説 

明
を
受
け
た 

後
、
中
央
防 

波
堤
内
側
埋
め 

立
地
、
外
側 

埋
立
、
新
海 

面
処
分
場
を 

バ
ス
で
見
学 

し
ま
し
た
。 

 

東
京
都
の 

埋
立
処
分
は 

 

昭
和
三
十
年
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
が
、
今
で
は
江
東
区
塩
見
、

夢
の
島
，
若
洲
と
続
き
、
そ
の

後
中
央
防
波
堤
内
側
埋
立
地
も

満
杯
に
な
り
、
外
側
埋
立
地
と

な
り
、
現
在
で
は
さ
ら
に
新
海

面
書
処
分
場
ま
で
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

東
京
二
十
三
区
で
一
日
三
千

枚
の
布
団
が
粗
大
ご
み
と
し
て

出
さ
れ
る
と
聞
い
た
と
き
に
は

そ
の
ゴ
ミ
の
量
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
が
、
処
分
場
を
一
日
で
も

長
く
使
用
す
る
た
め
に
、
す
べ

て
の
ゴ
ミ
を
粉
砕
し
、
焼
却
し

て
二
十
分
の
一
の
容
量
に
し
て

か
ら
埋
め
立
て
る
と
聞
き
、
ゴ

ミ
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
、
ご

み
を
出
さ
な
い
努
力
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
痛
感

し
ま
し
た
。 

            

                                 

 
 

今
年
度
最
後
の
支
部
会
を
開
催 

 
 
 

 
 

話
題
の
中
心
は
景
気
回
復
に
つ
い
て 

 

浅草法人会主催研修会  

東京都廃棄物埋立て処分場見学  

23 区で布団一日 3,000 枚が 



２
月
度
理
事
会
議
事
録 

 
■

日

時 

二

月

二

日(

金)  
 

午
後
五
時
半 

■
場
所 
組
合
会
議
室 

 

 

【
議
題
】 

 

 

出
席
者
・
北
島
憲
高 

本
間

敏
道 

大
澤
雅
純 

保
坂
知
彦 

平
山
愛
二
郎 

清
宮
和
夫 

 

欠
席
者
・
藤
井
雅
一 

前
田

智
信 

 

①
委
員
会
報
告
に
つ
い
て 

 

■
事
業
委
員
会 

 

丸
伸
製
作
所
の
破
産
に
伴
い

フ
ロ
ー
テ
ー
プ
、
ク
ラ
ッ
チ
テ

ー
プ
等
の
取
扱
商
品
に
つ
い
て

今
後
は
京
都
の
大
槻
シ
ー
ル
さ

ん
よ
り
購
入
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
と
本
間
専
務
理
事
よ
り
報

告
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。 

 

■
教
育
経
営
委
員
会 

 

今
季
最
後
の
合
同
支
部
会
を

三
月
中
旬
に
開
催
し
て
ほ
し
い

と
要
請
が
あ
り
大
澤
支
部
長
が

日
時
、
場
所
、
内
容
に
つ
い
て

本
間
専
務
理
事
と
検
討
し
開
催

す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。 

 

■
技
術
環
境
委
員
会 

 

ラ
ベ
ル
フ
ェ
ス
タin

 T
o

k
y

o

を
三
月
二
日(

土) 

に
産
業
貿

易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館
に
て
三

協
組
合
同
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
、
す
で
に
出
展
案
内
を
協

賛
会
な
ど
に
送
付
し
て
お
り
、

二
月
九
日
に
会
場
で
下
見
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
理

事
に
協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ
了

承
さ
れ
た
。 

 

■
福
利
厚
生
委
員
会 

 

恒
例
の
組
合
研
修
旅
行
を
六

月
一
日
か
八
日
に
磯
部
温
泉
で

開
催
し
た
い
と
報
告
が
あ
り
、

当
日
の
研
修
の
内
容
、
講
師
に

つ
い
て
、
翌
日
の
ゴ
ル
フ
場
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
了
承
さ
れ
た
。 

 

②
そ
の
他 

 

西
支
部
の
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
イ

ブ
が
今
期
で
廃
業
の
た
め
脱
退

し
た
い
と
連
絡
が
あ
り
、
そ
れ

以
外
に
も
今
期
で
脱
退
す
る
予

定
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
現
在
三

十
九
社
だ
が
、
三
十
七
社
に
な

る
予
定
。
新
規
組
合
員
加
入
は

難
し
く
、
現
在
の
組
合
員
を
ど

う
引
き
留
め
て
お
く
か
が
当
面

の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
理
事
が
組
合
員
を
積
極
的
に

訪
問
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
い
う
事
で
意
見
の
一

致
を
み
た
。 

 

現
在
組
合
の
機
関
紙
や
郵
便

物
は
ク
ロ
ネ
コ
メ
ー
ル
便
を
使

っ
て
い
た
が
、
新
年
度
か
ら
大

幅
な
値
上
げ
と
な
る
た
め
、
佐

川
急
便
の
メ
ー
ル
便
に
変
更
す

る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 

終
了
午
後
七
時 

  

丸
昌
化
学
工
業 

東
京
支
店
が
移
転 

 

丸

昌

化

学

工

業

㈱

東

京

支

店
は
、
三
月
四
日
よ
り
左
記
に

移
転
し
ま
し
た
。 

 

住
所
・
〒
一
〇
一-

〇
〇
六
二 

千

代

田

区

神

田

駿

河

台

三

の

三 

互

明

館

ビ

ル

二
〇
二 

電
話
・
六
二
八
一-

七
一
〇
七 

F
A

X

・
六
二
八
一-

七
一
〇
八 

  

ア
イ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス 

岩
崎
電
気
と
合
併
へ 

  
岩
崎
電
気
は
こ
の
ほ
ど
グ
ル

ー
プ
会
社
の
ア
イ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
㈱
を
四
月
一
日
付
で
合
併

す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

合
併
後
の
名
称
は
「
岩
崎
電

気
株
式
会
社
ア
イ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
社
」
と
な
り
、
住
所
、
電

話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
に
変
更

は
な
い
。 

 

合
併
後
も
こ
れ
ま
で
の
事
業

は
継
続
さ
れ
る
と
発
表
さ
れ
て

い
る
。 

恒
例
の
組
合
研
修
旅
行 

 

群
馬
県
磯
部
温
泉
に
て 

 

恒
例
の
組
合
研
修
旅
行
は
、

六
月
八
日(

土)

、
九
日(

日)

に
群

馬
県
の
磯
部
温
泉
に
て
開
催
す

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

開
催
要
項
は
次
の
通
り
。 

 

日
時
・
六
月
八
日(

土)

、
九
日

(

日)  

上
野
駅
集
合 

 

 

会
場
・
群
馬
県
磯
部
温
泉
「
雀

の
お
宿
」 

 

研
修
会
・
午
後
一
時
半 

 

テ
ー
マ
「
相
続
と
事
業
承
継

に
つ
い
て
」
こ
こ
最
近
、
組
合

員
の
廃
業
や
倒
産
が
目
立
っ
て

い
る
た
め
、
事
業
承
継
と
相
続

に
つ
い
て
勉
強
し
ま
す
。 

 

講
師
・
特
定
社
会
保
険
労
務

士
・
佐
藤
良
道
氏 

 

翌
日
の
ラ
ベ
ル
会
・「
高
梨
子

倶
楽
部
」 

 

ス
タ
ー
ト
・
九
時
四
十
一
分 

か
ら
四
組
限
定 

 

会
費
・
一
名
・
三
万
五
千
円 

(

往
復
の
交
通
費
、
行
き
の
昼
食

代
込
み) 

 

ゴ
ル
フ
料
金
は
別
途
個
人
清

算(

プ
レ
イ
代 

昼
食
付 

諸

経
費
込
み
一
万
四
千
円
程
度) 

 
案
内
状
は
四
月
上
旬
に
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
送
付
。 

 

                                 



■
心
筋
梗
塞
と
は 

 
日
本
人
の
死
亡
原
因
で
二
番

目
に
多
い
の
が
心
筋
梗
塞
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
心
筋
梗
塞
と

は
、
心
筋
（
心
臓
を
構
成
す
る

筋
肉
）
に
血
流
を
送
る
“
冠
動

脈
”
が
閉
塞
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
血
流
が
途
絶
え
る
こ
と
で
、

心
筋
が
酸
素
不
足
の
状
態
に
陥

る
病
気
の
こ
と
で
す
。 

             

発

症

す

る

と

冷

や

汗

や

吐

き
気
な
ど
を
伴
う
強
い
胸
の
痛

み
や
圧
迫
感
が
生
じ
、
や
が
て

心
筋
の
細
胞
が
壊
死
し
て
死
に

至
る
可
能
性
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
冠
動
脈
が
閉
塞

す
る
部
位
に
よ
っ
て
は
広
範
囲

な
心
筋
の
酸
素
不
足
が
生
じ
る

こ
と
で
突
然
死
に
至
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。 

■
原
因
は 

心

筋

梗

塞

の

原

因

は

冠

動

脈
の
動
脈
硬
化
で
あ
り
、
狭
く

な
っ
た
血
管
に
血
栓
（
血
液
の

固
ま
り
）
が
詰
ま
る
こ
と
で
完

全
な
閉
塞
が
生
じ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
突
然
発
症
す
る

場
合
も
多
い
で
す
が
、
一
般
的

に
は
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
心
筋

へ
の
血
流
が
低
下
す
る
こ
と
で
、

運
動
後
な
ど
心
筋
が
必
要
と
す

る
酸
素
が
増
え
る
と
き
に
の
み

酸
素
不
足
の
状
態
と
な
っ
て
胸

の
痛
み
な
ど
を
引
き
起
こ
す
“
”

か
ら
進
行
す
る
こ
と
が
多
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

心
筋
梗
塞
は
、
突
然
の
胸
の
痛

み
や
圧
迫
感
を
生
じ
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。
痛
み
の
程
度
は
非

常
に
強
く
、
冷
や
汗
や
吐
き
気
・

嘔
吐
を
伴
う
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
痛
み
は
胸

の
一
部
分
だ
け
で
な
く
、
左
肩
、

左
腕
、
顎
、
歯
、
背
中
、
上
腹

部
な
ど
広
い
範
囲
に
響
く
よ
う

に
放
散
し
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
症
状
は
長
時
間
続

き
、
酸
素
不
足
に
陥
っ
た
心
筋

が
徐
々
に
壊
死
し
、
心
臓
の
ポ

ン
プ
機
能
は
低
下
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
全
身
へ
の
血
流

が
滞
る
こ
と
で
む
く
み
や
呼
吸

困
難
、
意
識
消
失
な
ど
の
症
状

を
引
き
起
こ
し
、
心
室
細
動
な

ど
の
不
整
脈
や
心
臓
破
裂
を
引

き
起
こ
し
て
最
終
的
に
は
死
に

至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
心
筋

梗
塞
の
三
大
合
併
症
は
心
不
全
、

不
整
脈
、
心
臓
破
裂
で
す
。 

■
治
療
方
法
は 

薬
物
療
法 

心
筋
梗
塞
を
強
く
疑
う
症
状
が

見
ら
れ
る
場
合
や
心
筋
梗
塞
と

診
断
さ
れ
た
場
合
は
、
で
き
る

だ
け
早
急
に
冠
動
脈
を
広
げ
る

作
用
の
あ
る
、
硝
酸
剤
さ
ら
な

る
血
栓
の
形
成
を
防
ぐ
た
め
の

抗
血
小
板
薬
の
投
与
が
行
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
痛
み
や
呼
吸
苦

を
和
ら
げ
て
心
臓
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
酸
素
や
医
療
用

麻
薬
（
モ
ル
ヒ
ネ
塩
酸
塩
水
和

物
）
の
投
与
を
実
施
す
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

再
灌
流
療
法 

 

心

筋

梗

塞

発

症

か

ら

の

時

間
が
大
切
で
あ
り
、
十
二
時
間

以
内
で
あ
れ
ば
基
本
は
再
灌
流

療
法
が
第
一
選
択
に
な
り
ま
す
。 

再
灌
流
療
法
は
二
つ
あ
り
、
カ

テ
ー
テ
ル
に
よ
る
も
の
と
薬
に

よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
基
本

は
、
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
治
療

が
選
ば
れ
ま
す
が
、
ケ
ー
ス
に

よ
り
薬
物
に
よ
り
試
み
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
に

よ
る
治
療
は
通
常
の
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
と
一
緒
で
す
。 

カ
テ
ー
テ
ル
治
療 

冠

動

脈

内

ま

で

至

ら

せ

た

カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
て
、
閉
塞

し
て
い
る
部
位
を
“
バ
ル
ー
ン

（
風
船
）
”
で
膨
ら
ま
せ
て
拡
張

し
、
血
管
の
広
が
り
を
維
持
す

る
効
果
の
あ
る
“
ス
テ
ン
ト
（
網

目
状
の
筒
）
”
を
挿
入
す
る
治
療

を
行
い
ま
す
。
再
灌
流
療
法
と

い
わ
れ
て
い
る
方
法
で
、
発
症

か
ら
十
二
時
間
以
内
に
血
流
が

回
復
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

約
九
割
の
ケ
ー
ス
は
こ
の
よ
う

な
“
経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
”

を
行
え
ば
、
冠
動
脈
の
血
流
が

回
復
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

時
間
が
経
過
す
る
と
再
び
狭
窄

や
閉
塞
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク

も
あ
る
の
が
デ
メ
リ
ッ
ト
で
す
。 

手
術 カ

テ

ー

テ

ル

治

療

が

困

難

な
場
合
に
は
、
脚
や
腕
、
胃
な

ど
か
ら
採
取
し
た
血
管
で
閉
塞

し
た
冠
動
脈
に
迂
回
路
を
作
る

“
バ
イ
パ
ス
手
術
”
が
行
わ
れ

ま
す
。 
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㈱
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
東
京

営
業
所 

中
野
区
弥
生
町
３
－

２
４
－
１☎

５
９
７
７
－
８

４
５
７
）
は
、
ラ
ベ
ル
フ
ェ
ス

タ
イ
ン
東
京
２
０
４
４
の
出
展

と
同
時
に
、
自
動
給
排
紙
装
置

付
き
枚
葉
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ッ
タ
ー
「
Ｖ
Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｃ

-  
 

 
 

 
 

３
５
０
」
の
発 

 
 

 
 

 
 

売
を
開
始
し
ま 

 
 

 
 

 
 

し
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

Ｓ
Ｃ-

３
５
０

の
最
大
の
特
徴

は
マ
ー
ク
の
読 

 
 

み
込
み
・
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
・
紙 

 
 

フ
ィ
ー
ド
の
全 

 
 

て
の
工
程
で
、 

 
 

徹
底
的
に
ス
ピ

ー
ド
に
注
力
し

て
開
発
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
結

果
ラ
ベ
ル
の
ハ

ー
フ
カ
ッ
ト 

作
業
の
効
率
化 

 
 

 

 

 

 

   

に
貢
献
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
最
大
カ
ッ

ト
速
度
は
１
，
２
０
０
㎜/

秒
で
、

他
社
同
サ
イ
ズ
の
カ
ッ
テ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ッ
タ
の
約
２
倍
近
い
速

度
で
す
。
最
大
給
紙
サ
イ
ズ
は

３
５
０
㎜×

５
０
０
㎜
で
紙
の

４
隅
の
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ク
と
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
五
秒
程
度
で
読
込 

み
、
カ
ッ
ト
デ
ー
タ
ー
を
抽
出 

 

 

   

    

し
て
１
枚
目
か
ら
正
確
に
位
置

合
わ
せ
を
行
い
ハ
ー
フ
カ
ッ
ト

や
点
線
カ
ッ
ト
を
行
え
ま
す
。 

 
 

給

紙

能

力

は

ア

ー

ト

タ

ッ

ク
紙
換
算
で
１
０
０
枚
程
度
、

絵
柄
の
違
う
タ
ッ
ク
紙
も
混
在

で
セ
ッ
ト
で
き
、
メ
デ
ィ
ア
を

フ
ィ
ー
ド
す
る
ロ
ー
ラ
ー
も
カ

ッ
テ
ィ
ン
グ
ヘ
ッ
ド
を
挟
ん
で

前
後
に
４
個
づ
つ
配
列
さ
れ
て

い
て
、
高
速
で
安
定
し
た
紙
の

送
り
を
実
現
。
作
業
者
は
シ
ス

テ
ム
の
安
定
稼
働
を
気
に
せ
ず

に
機
械
の
運
用
が
で
き
る
。
仕

事
量
に
合
わ
せ
て
機
械
を
増
設

さ
れ
れ
ば
、
作
業
者
一
人
で
Ｓ

Ｃ-
３
５
０
を
５
～
６
台
分
の

生
産
性
を
期
待
で
き
ま
す
。 

 

同
社
で
は
、
２
０
０
５
年
か

ら
枚
葉
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
機

で
あ
る
ク
レ
バ
ー
プ
レ
ス
を
日

本
全
国
で
販
売
を
開
始
し
、
多

く
の
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
を
得
て

自
動
給
排
紙
装
置
付
き
の
カ
ッ

テ

イ

ン

ン

グ

プ

ロ

ッ

タ

ー

の

D
C

c
u

tte
r

の
販
売
を
２
０
１

６
年
か
ら
開
始
し
、
百
台
以
上

の
販
売
実
績
が
あ
る
。
特
に
短

納
期
小
ロ
ッ
ト
の
ラ
ベ
ル
オ
ン 

デ
マ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し 

   

て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
の
買
い
替
え

需
要
を
見
据
え
て
今
回
同
機
の

発
売
に
至
っ
て
い
る
。 

 

オ
ン
デ
マ
ン
ド
プ
リ
ン
タ
ー

を
一
台
所
有
す
る
こ
と
で
、
分

６
０
枚
程
の
速
度
で
プ
リ
ン
ト

は
生
産
さ
れ
る
が
、
カ
ッ
テ
ィ

ン
グ
が
常
に
ネ
ッ
ク
と
な
り
、

平
面
カ
ッ
テ
イ
ン
グ
プ
ロ
ッ
タ

ー
は
加
工
精
度
は
高
い
が
、
一

人
で
１
～
２
台
し
か
運
用
が
で

き
ず
、
作
業
負
荷
も
高
く
な
り

ま
す
。
自
動
給
排
紙
機
能
と
オ

ー
ト
ジ
ョ
ブ
チ
ェ
ン
ジ
が
そ
れ

を
解
決
す
る
策
と
な
り
ま
す
が

、
フ
ラ
ッ
ト
ベ
ッ
ト
の
カ
ッ
テ

ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ
タ
ー
で
は
投
資

金
額
が
嵩
み
複
数
台
の
購
入
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
り
ま
す
。 

 
 

 

Ｓ
Ｃ-

３
５
０
は
２
０
０
万

円
台
で
購
入
が
可
能
な
為
、
フ

ラ
ッ
ト
ベ
ッ
ト
の
自
動
給
排
紙

装
置
付
き
を
購
入
す
る
金
額
で

３
セ
ッ
ト
購
入
が
可
能
に
な
り

、
生
産
性
の
差
は
圧
倒
的
で
、

対
投
資
効
果
が
高
い
。
そ
の
反

面
、
全
抜
き
の
対
応
は
機
構
上

バ
リ
を
付
け
な
い
と
対
応
で
き

ず
、
使
用
の
範
囲
は
絞
ら
れ
る

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

          

 
 

第
二
一
二
回
「

Ｓ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｔ 

Ａ 

Ｒ 

Ａ
」 

枚葉カッティングプロッター 

「ＶＵＬＣＡＮ ＳＣ－３５０」 

自動給排紙装置付きを発売  

 


